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【全国大会報告Ⅰ】

日本技術史教育学会 

2022年度全国大会(厚木)開催報告 
2022全国大会実行委員会      

実行委員長 岡崎昭仁（神奈川工科大） 

本大会はｺﾛﾅ禍の世情を鑑みつつ､会場とｵﾝﾗｲ

ﾝを併用したﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ方式(ｵﾝﾗｲﾝ､ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ､会

場)で開催しました｡運営面で至らぬ点はありました

が､結果として､特別講演者を含め5名が会場へ来

場､8名がｵﾝﾗｲﾝ参加となり､合計8題の発表があり

ました｡各発表では活発な議論が交わされ､実施形

態に関係なく本学会諸氏の研究に対する志と情熱

の高さを感じることができました｡それでは､発表内

容について記していきたいと思います｡ 

今回､特別講演は日本機械学会技術と社会部門

の部門長を務め､長らく工学教育の進展に尽力さ

れてきた佐藤智明先生に『技術遺産のCG化と啓蒙

および教育』と題して発表して頂きました｡廉価なﾌﾟ

ﾛｼﾞｪｸﾀｰ2台に自作の偏光眼鏡を組み合わせて受

講者に臨場感あるｴﾝｼﾞﾝの立体映像を見せる工夫

などを示して頂きました｡技術遺産をﾓﾃﾞﾙ化して投

影する手法は､技術史教育に大いに貢献すると思

われます｡なお､佐藤先生は本大会終了後に当学

会へ入会されました｡今後､学会でのご活躍に期待

します｡ 

会員諸氏の発表は次の通りになります｡まず､午

前は《技術史･技術文化史》のｾｯｼｮﾝにおいて､｢い

なみ野大地の用水開発の歴史と考-明石川から引

水する林崎掘割-｣(南正晴氏)と題する発表に始ま

り､｢ﾊﾝﾆﾊﾞﾙ像の変遷―明治後期 その2｣(山舘順

氏)､｢石材用ﾁｷﾘ考Ⅰ 中国の石材用ﾁｷﾘ(腰鉄)を

中心にして｣(佐々木堯氏)の3件の発表と活発な質

疑応答がなされました｡このｾｯｼｮﾝでは､第1題目が

事前録画､第2題がｵﾝﾗｲﾝ､第3題が会場での発表

と3種の形態を実践し､今後の学会実施方法に示唆

を与えることができたと思います｡ 

昼食時､来場者一同は近隣の中華料理店へ赴き､

世情を鑑み黙食とﾏｽｸをしての会話で束の間の交

流を深めました｡午後は､上述した特別講演の後､

《工業論･技術論》のｾｯｼｮﾝにおいて､｢風力発電の

創始者ﾎﾟｰﾙ･ﾗｸｰﾙとその業績(第2報)｣(牛山泉氏

他)､｢ｸﾗｼｯｸのﾙﾃﾞｨ･ｳﾞｧﾝ･ｹﾞﾙﾀﾞｰ 録音技術と音響

技術との関係について｣(米澤一孝氏)､｢木質ﾍﾟﾚｯﾄ

を利用する農業用ﾊｳｽ加温機の開発｣(高峰氏他)､

続いて《技術教育･工業教育》のｾｯｼｮﾝでは､｢学生

ﾌｫｰﾐｭﾗEVに見る工学教育の課題｣(筆者ら)､｢ﾌﾞｰﾀ

ﾝの技術教育の変遷と課題(第6報)-ﾌﾞｰﾀﾝの20年

にわたる技術支援の視点からみた村の鍛冶屋の実

現計画(4)-｣(白井一氏他)､｢学生時代お世話にな

った計算器｣(吉田喜一氏)と計6題の発表と活発な

議論が交わされました｡ 

発表数は多くありませんが､特定の専門領域に限

定されない発表は､質疑も示唆に富み興味深いも

のがあります｡また､会場を準備して会員諸氏を迎え

て交流できたことは良かったと実感しています｡ｵﾝﾗ

ｲﾝと会場での発表に加えて､事前録画による発表

も取り入れ､今後の学会開催に示唆を与えたと思っ

ています｡一方で2018年度に全国大会を開催した

際には32名の参加者がありましたので､より多くの方

が参加する大会の開催が課題であるかと思います｡

最後に､全国大会を無事開催することができ､実行

委員一同大変嬉しく感じ､皆様のご協力に感謝し報

告と致します｡ 
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